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研究成果の概要（和文）：1970 年代において、欧州共同体は、対外的には米ソから距離を置く

デタントと通貨統合の本格的な政策に乗り出そうとした。このような欧州統合の深化は、それ

に対応する政治統合の深化を要求し、EC は政治統合構想に乗り出す。他方で域内においては、

EC はコミトロジーにおける共同体統制の弱さに悩み、それは逆にコミトロジーによる共同体

統制のための機能的・制度的変容へとつながって行った。このような EC の国際的位置づけと

域内当地秩序の変容は、1970 年代における EC の自立的な統治構造に生成していった過程を裏

付けている。 

 
研究成果の概要（英文）： In 1970’s, European Communities (EC) intended to promote 

monetary integration and détente, which would be contributed to deepen the European 

economic integration. Such deepening on economic field demanded parallel deepening in 

political integration. On the other side, EC had problem of the weakness of community 

control to the member states in the Comitology mechanism during this period. This 

weakness of the Community power brought the transformation of functional and 

institutional framework of control in Comitology. These dual transformations of EC in 

external and internal dimension suggested formative process of autonomous governance 

structure of EC in 1970’s. 
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１．研究開始当初の背景 
欧州統合は幾たびもの危機を乗り越え、半世
紀にわたる歩みを築いてきた。欧州統合の史

的研究は、現在ヨーロッパ各国で盛んに進め
られている。しかし、その研究は 1960 年代
から七〇年代にとどまっており、さらに七〇
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年代の研究であっても、欧州統合の統治構造
の生成に焦点を当てた研究はまだ着手され
ていなかった。そこで、戦後秩序の動揺期で
もあり、統合にとっては定着期でもある 1970
年代における欧州統合において、いかなる形
で統治メカニズムが形成されていったのか
について研究を行うことにした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、1960 年代までに制度として
成立した欧州共同体が、それ以降いかに自律
性を確保し、域内の統治メカニズムをどのよ
うに機能させたのか、という点を歴史実証的
に分析することである。1970 年代は、国際的
危機に翻弄された欧州統合の停滞の時代と
認識されている。しかし同年代は、共同体政
策の領域が農業から社会・開発・産業等に拡
大され、共同体全体の政治的統治が試みられ
始めた時代でもある。この自律的な統治が域
内で機能しているという認識は、現在の欧州
連合（EU）の政治的特質として、ヨーロピア
ン・ガバナンス論が理論的に分析してきた。
これに対し本研究は、EU の持つこの統治構
造の生成過程を、70 年代に遡って解明する。 
 
 
３．研究の方法 
欧州統合の進展に伴う共同体の対外的自律
の模索と、共同体資源の再配分構造の確立と、
社会・産業政策の策定に伴うガバナンス・メ
カニズムの確立過程を、70 年代における対外
政策協調（欧州政治協調）における議論と交
渉、経済統合の執行メカニズムの分析を通し
て明らかにする。前者において、対外政策協
調に関する国際交渉を通じて分析し、後者に
おいては、経済統合の執行手続きであるコミ
トロジーと呼ばれるＥＣ独自のメカニズム
がどのように整備されていったのかを追跡
する。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）1970 年代における欧州共同体（ＥＣ）
の国際秩序の位置づけ 
 
 1970 年代前半は、米ソ両国を含んだ全欧州
的な安全保障会議が開かれた。これは 1975
年 8 月にフィンランドのヘルシンキでの 36
カ国におよぶ宣言へと結実する。ヨーロッパ
安全協力会議（CSCE）、いわゆるヘルシンキ
プロセスである。ヘルシンキプロセスは第二
次大戦以降のヨーロッパ分断という現実を
受け入れつつ、それを前提としたうえで東西
陣営の緊張緩和を制度化しようとした、冷戦
構造の根本的変化を引き起こすものだった。 
ＥＣは 1971 年より共通通商政策を解して

おり、ＥＣ諸国が参加するこのヘルシンキプ
ロセスに対して、会議参加国間の国際通商問
題がそこで協議されるため、ＥＣ諸国の通商
政策に強い影響力を持つＥＣそのものが参
加することを求めた。ＥＣは実際ＣＳＣＥに
参加して、ＣＳＣＥ交渉に従事する。 
 このようにＥＣが国際政治上のアクター
として国際交渉に参画したことは、欧州統合
の深化と受け止められ、さらなる統合の深化
を果たすために、共同体そのものの政治統合
の深化が志向された。それが、1971 年から
72 年にＥＣ内部で議論された「ヨーロッパ連
合」構想である。ヨーロッパ連合構想は、実
現には至らなかったが、同時期に試みられた
通貨統合と合わせてヨーロッパ統合の深化
を目論むものであった。そのような深化した
ヨーロッパ共同体は、CSCE によって変化す
る東西関係のなかで、アメリカともソ連とも
異なる固有の立場を確保することが志向さ
れた。つまり、ヨーロッパ共同体内部におけ
る政治統合の深化のベクトルと、ヨーロッパ
共同体が国際秩序のなかで自立的な立場を
確保しようとするベクトルは表裏一体のも
のだった。 
  
 
（2）1970 年代における欧州共同体内部の冷
戦秩序変容観 
 
 研究成果（1）に記述した EC の国際秩序上
の位置づけとも関わるが、EC がこの時期に
志向した国際秩序上の固有の立場の確保は、
当時 EC 内部で議論されていた冷戦秩序の変
容観とも密接に関連する。ヨーロッパ統合の
深化は、経済と政治の両面で達成されなけれ
ばならない。その結果、EC は国際政治のな
かで対外的な役割を獲得することになる。こ
うして対外的な役割を得た EC は、デタント
のアリーナにおいては CSCE に参加し、大西
洋同盟のアリーナにおいては、アメリカに比
肩する固有の位置を獲得する。 
さらに、政治統合の深化を進めることによ

り、EC は政治連合を成立させ、より強力で
固有のパワーを獲得することになる。また、
政治連合の揺籃期にあたる欧州政治協力
（EPC）は、CSCE 交渉における EC 側の重
要な協議アリーナであり、EPC の強化は
CSCE の交渉に大きく影響するばかりでなく、
それそのものが政治連合への成立を促進さ
せるものとして認識された。 
このようなヨーロッパ統合の拡大によっ

て、国際秩序は変容を余儀なくされるが、そ
のような大きく変容した国際秩序は、従来の
冷戦ではなく、もはや冷戦を脱した新しい国
際秩序になると思われた。1970 年代における
国際秩序の変容は、このような一種の冷戦終
焉論に下支えされていたものと言える。本研



 

 

究においては、このような国際秩序の変容に
関する認識のマッピングを分析するという
成果を得ることが出来た（下図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（3）欧州統合における統治モードの歴史的
起源 
 
 1970 年代は、同時に経済統合に関する統治
機能が漸進的に深化していった時期でもあ
る。この統治機能は、共同体において、共同
体機構からの上からの一方的な命令だけで
なく加盟国との協働による政策執行メカニ
ズムによって成り立っていた。その歴史的起
源は、1962 年に成立した共通農業政策におけ
る取り分け穀物の市場組織化措置に関する
執行メカニズムの成立過程にあった。初めて
の本格的な共同政策を実現する際、政策執行
メカニズムにおいて、執行のリソースを有す
る加盟各国の存在感と、共同体機関主導の立
法手続きに不満を持つ加盟各国の思惑が合
わさって、加盟国による共同体統制と共同体
組織と加盟国間の協働を可能とする協議手
続が策定された。これをコミトロジー手続き
と呼ぶが、このコミトロジー手続きこそ、欧
州統合における統治モードに深く影響する
ものである。 
このように、本研究では、欧州統合の統治

機能がいかなる過程で成立したのかについ
て明らかにすることが出来た。 
 
 
（4）コミトロジーの進展 
 
 研究成果（3）の項目で述べたことと関連
するが、本研究では統合の統治メカニズムで
あるコミトロジーの起源だけでなく、その後
の展開についても成果を得ることが出来た。 
 コミトロジーは 1962 年に成立したが、実
際のところ、その制度は統治メカニズムとし
て機能するには弱すぎるものだった。つまり、
コミトロジーは 1960 年代においては加盟国
と共同体間の協働のアリーナとしてはあり
得ても、共同体の執行メカニズムとしては強

制的な性格を持たないものだった。 
 この状況が変化するのが 1970年代以降で、
加盟国間の紛争を調停するための共同体権
能の強化の方向性と共同市場化のための加
盟各国間の規制調和化措置の必要性のため
に、コミトロジーの権限が徐々に拡大してい
く。この加盟国間の紛争と規制調和化措置が
必要とされた領域は、農業・家畜・衛生とい
った領域であり、これは、専門的知見をもと
にしているが故、規制的権限の共同体への移
譲に加盟国が相対的に低い抵抗しか持たな
かったこと、同時に他方で、農業・家畜とい
った加盟国間の利害が正面に出やすい。この
ような領域における加盟国間の利害の調整
メカニズムとして、コミトロジーは 1970 年
代を通して統治構造の一角を形成するので
ある。 
 
 本研究では、大きくまとめて以上四点の研
究成果を得ることが出来た。この四点は、
1970 年代におけるヨーロッパ統合の進展が、
対外的には、デタント・CSCE と言った国際
政治秩序の変容と合わさってヨーロッパ共
同体の自立性を志向していた側面と、域内的
には、コミトロジー、すなわち、加盟国と共
同体機構間の調整と執行手続という共同体
全体の統治構造を形成していき、したがって、
共同体の自律性を高めていった側面の、二つ
の側面が存在していたことを明らかにした
ものである。そしてこの二つの側面は切り離
されたものではなく、むしろ、密接に連関し
ながら展開していった。本研究の成果は、こ
のような統合の多元性とその連関を実証的
に解明したことである。 
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